
 

発言順位１１    ４番 宮 崎 真 理 子 議員 （一括質問） 

１ ワクチン接種における市の情報提供のあり方について 

(1) ＲＳウイルス母子免疫ワクチン接種に関する情報提供について 

   ① 市は妊婦の方々に対し、本ワクチンの効果や副反応をどのように説

明しているか伺います。 

  ② 国内外で議論されている安全性に関する情報や薬剤の添付文書に

記載されている事項についても、接種を推奨するだけでなく市民が

理解できる形で周知する必要があると考えますが、市の見解を伺い

ます。 

   (2) ＨＰＶワクチンに関するリスク情報の周知について 

       ① 本市では、対象者への定期接種の個別通知やホームページ等におい

て、副反応に関する情報をどのように周知しているか伺います。 

    ② 市民が接種を判断する際に必要な情報を十分に得られるよう、どの

ような工夫を行っているのか伺います。 

    ③ 実際の接種現場において、接種希望者が十分な説明を受けたうえで

同意できる環境が整えられるよう、市医師会や医療機関との連携を

図ることも重要であると考えますが、市の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 磐田市の農業のこれからについて 

  (1) 新規就農者への実効ある伴走支援について  

新規就農者に対し、担当者が継続的に関わる、伴走型支援体制を構

築することが必要と考えます。顔の見える関係となれるよう業務の見

直しや外部人材の活用も含め、こうした伴走体制の実現に向けた可能

性について、市の考えを伺います。 



 

   (2) レモン産地化の今後の方向性とブランド戦略について 

① 市は「レモン産地化」をどのような状態と認識しているか、単純

に農地を集約し栽培面積を増やすことなのか、それとも市場や消費

者から「磐田レモン」というブランドとして認識される状態を目指

しているのか。あるいはその両方なのか。市としての認識を明確に

示すことが必要と考えますが、見解を伺います。 

② 市は１００ヘクタールという将来目標に向けて、今後どのような

形で栽培面積を確保していく考えなのか伺います。 

③ 市長はこれまで「５年間は伴走していく」と発言していますが、

この伴走支援とは具体的に何を指すのでしょうか。栽培者が安心し

て参入できる環境づくりについて、市の考えを伺います。 

④ レモン産地化やブランド戦略を進めていくに当たり、単なる面積

目標だけでなく、「磐田でレモンを栽培・活用する未来」に、確か

な所得モデルとブランドの物語を示すことが必要と考えます。そこ

で、生産者だけでなく、６次産業化を目指す事業者や市民など、多

様な現場の声を議論の過程から反映させ、一体となって進め、若い

世代が将来に希望を持てる未来図とブランドの物語を、官民連携で

描いていく必要があると考えますが、市の見解を伺います。 


